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バルトークの“ミクロコスモス”の分析

－テンポについて－

小木曽敏子＊

くはじめに〉

バルトークの“ミクロコスモス”の楽譜で他の

作曲家の楽譜との違いは，テソポに関する指示の

緻密さである。テソポに関する指示は1曲毎に速

度標語での指示，メトロノームによる数字での指

示，所要時間の秒単位の指示の3種でなされてい

る。それ以外に速度変化を指示する楽語も記され

ている。この速度標語とメトロノーム数と所要時

間の表示という3点セットでの指示は，バルトー

クの1つの特徴であるといえよう。

本論は“ミクロコスモス”の2種のテキストと

6種のCD演奏1）を通して，バルトークのテソポ

に対する考え方を考察しようとするものである。
“ミクロコスモス”は全6巻153曲からなるが，

同一曲で作曲スタイルを異にするabの2曲から

なるものが8曲ある。No．123（abで時間指定）

以外はaとbのそれぞれを1曲として数えてい

る。

そのうち，テンポの指示が全くないNo．134と，

CDの収録が3人に欠けるNo．74b，No．95b，

No．145bの計4曲を除外した延べ156曲を本論の

対象曲とする。

本文中の口内の数字は小節番号である。
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く本論〉

Ⅰ．テキストにみるテンポ

対象曲である156曲には，速度標語が記されて

いる曲が92曲あり59．0％を占めている。一方速度

標語が記されていない曲は64曲で41．0％になって

いる。そのうち28曲は，速度標語の記載はないが，

発想標語が記されている。

また，メトロノーム数が記されている曲は154

曲ある。対象曲でab2曲をもつ曲は5曲あるが，

N0．2はメトロノーム数のみ，No．43bは所要時

間のみ，No．64bは速度標語と所要時間が記され

ている。これら3曲は，速度標語とメトロノーム

数についてはaと同じであるとみて扱う。No．

104bは速度に関する指定が何もない。また，前

述のようにNo．123はabで1曲とした所要時間

が記されている。

1－1　メトロノーム2）数の表示

メトロノーム数の指示はN0．1から記されて

いる。

154曲に59種のメトロノーム数の使用がみられ

る。そのうち1曲に複数のメトロノーム数での指

示がみられるのは，27曲17．3％である。2回の指

定が9．0％，3回の指定が4．5％である。

メトロノーム数のきざみほ10段階になっている。

メトロノーム数のきざみが2のものが最も多く30

種，次いできざみが4のものが14種，以下きざみ
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が1と3のものの順になっている。

メトロノーム数の基本音価は，4分音符が79，1

％，2分音符が7．3％，付点4分音符が5．8％，8

分音符が3．1％，その他（各種音符の混合）が4．2

％である。

メトロノーム数はNo．152の40からNo．148の

350までと広範囲におよんでいるが，No．152の基

本音価が8分音符の1小節分（8分音符9個）で

あり，No．148の基本音価は8分音符1個である

（この曲も1小節は8分音符9個分である）。した

がって，双方とも基本音価を4分音符に換算する

とメトロノーム数は180と175となる。

このように全メトロノーム数の基本音価を4分

音符になおして換算してみると，56から264の間

に63段階（種）の速度がみられる。

1－2　速度標語の表示

速度標語はNo．30から記されている。全対象

曲に10種の速度標語また速度変化を指示する表示

は，基本的には11種の使用がみられる。はかに，

発想記号で曲のテソポをあらわしている曲もある。

速度標語で最も使用頻度の高いものはAllegro

で58回の使用がみられ，全速度標語使用頻度の

40．6％を占めている。次いでModeratoが18．9

％，Andanteが11．9％，Allegrettoの10．5％の

使用頻度となっている。以下Lento，Adagi0，

Allegro moderato，Largo，Vivacessimoの順

になっている。

Allegroと表示されている場合のメトロノーム

数には23種みられる。Andanteの表示では13種，

Moderatoの表示では10種，Allegrettoの表示で

は7種，Vivaceの表示で5種，Lentoの表示で

4種，Adagi0の表示で3種，Allegro moderato

の表示では2種のメトロノーム数がみられる。

また，同じメトロノーム数でも速度標語が複数

みられる場合がある。メトロノーム数が同じであ

って速度標語が5種あるものは，メトロノーム数

が112の場合である。この場合にはAndante，

Moderato，Allegro moderato，Allegro，

Vivaceの5種がみられる。4種がみられるのは，

メトロノーム数96の場合でAndante，Moderato，

Allegretto，Allegro，同じく72の場合のLento，

Andante，Moderato，Allegroである。同一メ

トロノーム数に3種の速度標語がみられるのは，

メトロノーム数が120の場合のModerato，Alle－

gretto，Allegroである。メトロノーム数が126

の場合と132の場合は双方ともAllegro，Alle－

gretto，Vivaceである。同じく152の場合は，

Andante，Allegro，Vivaceの3種がみられる。

この他に同一メトロノーム数で2種類の速度標語

がみられるのは，メトロノーム数76，84，10も

110，116，144，160の場合である。

同一メトロノーム数に5種の速度標語があると

はどういうことなのであろうか。速度標語はとか

く曲の速度を示す言葉として解釈されがちである。

バルトークは作曲家として自曲の性格，タッチや

アーティキュレーショソ，音楽的想念などを表示

する手法にかかわるものとして速度標語をとらえ

ているのであろう3）。

1－3　速度標語と拍子

速度標語では，2拍子系の使用頻度が最も多く

45．2％，3拍子系が24．8％，4拍子系が17．8％な

どとなっている。同一の速度標語のなかで2拍子

系の使用が多いのはAndanteとVivaceがそれ

ぞれの標語中の66．7％を占めている。Adagi0で

58．3％，Moderatoで46．9％，Allegroで37．8％

などとなっている。3拍子系で使用頻度の高いも

のはLentoでの55．6％，Allegrettoでの35．7％

である。4拍子系ではAllegro中での23．0％，

Andante中での22．2％に使用がみられる。

それぞれの速度標語と拍子との関係で特徴的な

ものをみると，Lentoでは3／4拍子が44．4％，

Adagioでは6／8と2×3／8が各25％の使用頻度で
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ある。Andanteには3／4の使用はみられず，4／4，

2／4，6／8，2×3／8の使用がそれぞれ同数で22．2％

になっている。Moderatoでは2／4，3／4の使用頻

度が括抗している。Allegrettoでは2／4が35．7％

を占め，4／4，3／4が同数の使用になっていて，6／

8拍子はみられない。Allegroでは2／4が24．6％を

占め，その拍子の種類は14種と最も多い。

Vivaceでは2／4拍子が50．0％の使用頻度となって

いて，3／4拍子と6／8拍子での使用はみられない。

1－4　速度標語と基本音価

速度標語と基本音価の関係では4分音符の使用

が最も多く61．8％，次いで8分音符が31．2％，2

分音符の使用が7．0％となっている。

4分音符の使用で最も多いものは，Allegroの

40．2％，Moderatoの22．7％で，以下Allegretto，

Andanteの順である。8分音符の．使用はAlle－

grettoが34．7％で，以下Andante，Moderato，

Adagi0の順であるが，数は小差である。2分音

符の使用の45．5％をAllegroが占めるが，他の速

度標語での使用はみな1回である。

1－5　複数のテソポの指定

1曲の中でメトロノーム数での複数のテソポ指

定がみられる曲が，27曲で全対象曲の17．3％であ

る。指定回数の多いものは，6回がNo．102，

No．103，No．141の3軋　5回はNo．120，No．

146である。以下2回は16曲，3回が5曲，4回

が2曲である。

複数のテソポがメトロノーム数での指定は，56

箇所にみられる。前の指定テソポより曲の後方に

出てくる指定テソポのほうが速くなっているもの

は31箇所，後出のテソポのほうが遅くなっている

ものは21箇所で，55．4％と37．5％の割合である。

変わらないものは4箇所で7．1％である。

No．120はメトロノーム数が4回，No．144は3

回，No．142，No．145abは各2回指定しなおさ
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れていて，すべてがテンポェネルギーが増大して

いく。

メトロノーム数に加えて速度標語とatempo，

TempoI，それに加えてテソポ変化を示す楽語

による複数のテソポ指定は55軋　対象曲の35．3％

にみられる。最も多い指定はNo．144の14回であ

る。10回はNo．102，9回はNo．151，No．141は

8回である。テンポ指定回数が2回のものは18軋

5回が9曲，4回が8曲，8回が5軋　3回が6

曲などである。

複数の速度指定でテソポェネルギーが増大して

いく一方の曲は4曲である。テソポェネルギーが

減少していく一方の曲はない。テソポェネルギー

が増減の順で繰り返す曲は5軋　減増の順を繰り

返す曲は4曲である。曲が次第にテソポェネルギ

ー増になってテンポェネルギー減で終わるものは

3軋　テソポェネルギー減で始まって増減を繰り

返した後テソポェネルギー減で終わる曲は11軋

減で始まって増減を繰り返した後テソポェネルギ

ー増で終わるものは6曲である。

また，速度変化を表示する楽語によるテソポェ

ネルギーの増加はaccelerando（以下accel．），

Stringendo（以下string．），mOSSOの3種で18箇

所にみられる。楽語によるテソポェネルギー減衰

はallargando（以下allarg．），ritardando（以下

rit．），rallentando（以下rall．），Calando，SmOr－

Zando（以下smorz．），StentatOの6種で68箇所

にみられる。増加と減衰は20．9％と79．1％の割合

になる。

NO．146は2台のピアノ用にも編曲されている

が，原曲の場合よろも指定テソポの回数が減って

いる。原曲は2／4拍子，Vivacissim0，176－168→

国Meno　vivo，144→堕TempoI168→匠Piu

mosso，184→国TempoI168－156と5回のテソ

ポ指定がみられる。匡削まTempoIならば176－

168であるから，TempoIの168－156とはメトロ

ノーム数が異なることになる。一万2台用の曲は
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4分音符で176pl68→国Menovivo，144→団Piu

mosso，184とメトロノーム数のテソポの指定回

数が原曲より2回減って3回になっていて，国に

は何の指示もない。国はTempoIのみの指定で

ある。

このことから二つのことがいえよう。一つには，

双方共通の168前後のメトロノーム数を許容範囲

としたと考えられる。二つ日は，緻密過ぎるほど

に刻んだことで生じる効果を再考してメトロノー

ム数に若干のゆるみをもたせる方向へと考えたの

ではないかと考える。

1－6　指定テソポの所要時間と計算上の所要時

間

テキストにはメトロノーム数と所要時間が示さ

れているが，そのうち9曲はメトロノーム数に巾

をもたせた設定をしている。これによって，指定

所要時間と計算上の所要時間との差の有無の数の

合計が対象曲数と異なっている。また，ritリ

rall．，aCCel．，allarg．など速度変化を示す標語に

よる所要時間の伸縮は計算には入れていない。

指定所要時間と計算上の所要時間が合致する曲

が55軋　合致しない曲は110曲で33．3％と66＿7％

の割合になる。

メトロノーム数による指定所要時間が計算上の

所要時間が超えるものは全対象曲の19．2％である。

指定所要時間のほうが少ないものは51．3％にみら

れる。指定所要時間とメトロノーム数による所要

時間とが合致するものは30．8％である。

No．40は指定所要時間は1分40秒であるが計算

すると37秒になり，1分03秒少ない。No．132で

所要時間が1分30秒との指示があるが，計算上は

1分4秒～1分9秒となり，26秒から21秒少ない。

No．144は所要時間が3分25秒と指示されている

が，計算上の所要時間は3分48秒となり，計算上

の所要時間が23秒長いことになる。No．140は計

算上では19秒少ない。以下14秒から10秒の差の曲

は8曲，9秒から6秒の差がある曲は28曲である。

これを一曲当たりの所要時間の％でみてみると，

最も大きい差はNo．92で指定所要時間より計算

上の所要時間が35秒の超過である。No．132は計

算上の所要時間が29％が短い。指定所要時間より

計算上の所要時間のほうが短いものが82曲で71．3

％，指定所要時間より計算上の所要時間のほうが

長いものが33曲で28．7％の割合である。計算上の

所要時間のほうが長いものは5％から1％のもの

が23軋　20％を占め，31％が1軋19％から11％

までが6軋10％から6％までが3曲である。計

算上の所要時間のほうが短いものは上述の29～23

％のほかは，19％から11％までが22．6％，11％か

ら6％までが21．7％となっている。

所要時間を秒単位でみた場合に大きい差がでた

ものを1曲あたりの割合でみると，計算上の所要

時間がNo．40は6．3％短いことになる。No．132

は6．7％，No．144が30．7％，No．132が

28．9～23．3％計算上の所要時間が長く，No．140

が19％短いことになる。差が20％を超えるものは

ない。

しかし，No．40の1分近くの演奏時間の差はバ

ルトークのミスか，誤植かのどちらかかと考えざ

るをえない。また，指定時間が21秒～26秒短い

No．132，また23秒超えるNo．144の数差をどう

考えるのか。指定時間の80％位までの誤差は認め

るとしても，それ以上のテソポの違いによる演奏

は曲自体を変えてしまうのではないかとの危惧の

念が残る。

1－7　メトロノーム表示と雅子

メトロノーム表示の単位となる音価と拍子の単

位となる音価は，かならずしもー致してはいない。

No．32は3／2拍子であるがメトロノーム表示の

単位は4分音符である。No．103の前半は9几　8／

8，3×2／8，5／8，7／8拍子であるがメトロノーム

記号は4分音符を単位としている。この他には，
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No．82は7几　2／4，3／4，3／8拍子，No．93は2／4，

3／4，5／8拍子，No．117は4／4，3／2拍子，No．137

は2／4，3／4，7／8，6／8，5／8拍子，No．140は3／8，

2／4，5／8，6／8，9／8，7／8，8／8，4／8拍子，No．

141は2／4，5／8，3／8，3／4拍子，No．144前半は4／

4，2／4，3／2拍子であるがメトロノーム数の単位

はすべて4分音符である。No．126は2／4，3／4，

3／8，5／8，6／8拍子であるがメトロノーム表示の

単位はすべて8分音符である。No．107，No．113，

No．115，No．149，No．150，No．151，No．

152，No．153の8曲は1小節を単位とした表示で

ある。

1－8　テソポェネルギーの変化と音量の増減

テソポの変化を示す一般的な標語としては，

acce1．，allarg．，Calando，COn mOtO，mOSSO，

rall．，rit．，ritenuto（以下riten．），SmOrZ．，

stentato，String．の使用がみられる。この他にIl

doppio piulento，No．144以降tomando al

tempo（TempoI），Doppiomovimentoの使用

もみられる。

音の増減に関する一般的な標語では，Cre－

SCendo（以下cresc．），diminuendo（以下dim．），

く，二二一の使用がみられる。

テソポ変化を示す標語は94箇所にみられるが，

その使用頻度はrit．が最も多く，29．8％を占める。

次いでallarg．の使用が20．2％，rall．の使用が

19．1％，aCCel．の使用が12．8％である。その他

String．とtomando altempoの使用がそれぞれ

4．3％，SmOrZ．，Calandoの使用がそれぞれ3．2％

である。

テソポェネ′レギーの増減と音量の増減は73箇所

にみられる。テソポェネルギーと音量との関係で

多いものは，テソポのエネルギー減：音量減のも

ので，32箇所にみられ全増減数の43．8％を占める。

rit∴dm．または＝＞の使用は21．9％である。

rall．：dim．，＞の使用とsmorz．またはCalmo
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の使用はそれぞれ9．6％となる。このほかにtor－

nandoalTempoI＋dim．またはニーが2箇所に

みられる。

次に多いものは，テソポェネルギー減：音量増

のもので37．0％を占める。そのうちで最も使用頻

度が高いものはallarg．の24．7％であるが，その

うち5箇所はallarg．＋cresc．またはくとなっ

ている。ral1・：cresc・またはくの使用は5．5％

である。rit．：cresc．または＜の使用は4．1％で

ある。このほかにtomando aTempoI＋く

が2箇所にみられる。

テソポェネルギー増：音量増のものは10箇所で

13・7％にみられる。aCCel・：cresc・またはくの

使用は8・2％である。String．：cresc．またはく

の使用は4．1％である。mOSSO＋cresc．ほ1箇所

にみられる。

テソポェネルギー増：音量減のものは4箇所で

5．5％にみられる。そのうちaccel．：dim．の使用

は2．7％，tOmando＋＞が1箇所にみられる。

これらの数字から減速しながら音量も減じてい

く方法，次いで減速しながら増大する手法を好ん

だといえよう。

1－9　曲の終止とテソポ変化

テソポ変化をともなった曲の終止は，26曲にみ

られ，対象曲の16．7％にあたる。テソポェネルギ

ーが減じて曲を終えるのは14軋　増大して曲を閉

じるのは12曲（うちメトロノーム数指定での増大

は3曲）である。それぞれ53．8％と46．2％の割合

になる。

このうち，No．91とNo．117はテソポェネルギ

ー減：音量減となっている。No．94，No．108，

No．121，No．143の4曲はェネルギー増：音量増

となっているが，No．143はpianissimoでの＜

で曲を終わっている。No．99はallarg，＋dim．と

矛盾した感のある指示があるが，これについては

後述する。
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テソポェネルギーを減じながら音量を減じたり

増大する手法を多用したバルトークだが，曲を閉

じるにあたってテソポェネルギーを減ずるという

手法は，特に使用頻度の高いものではない。テソ

ポをゆるめる設定を計画的に設計していたことを

うかがわせる。

1－10　テソポの変化と旋律線との関係

テソポェネルギー増：旋律線が上行する塾はみ

られない。テソポェネルギー増：旋律線が下降す

る塾は2箇所にみられる。No．120とNo．121後

半でaccel．：下行の旋律線である。

テソポェネルギー減：旋律線が下降する塾は3

箇所にみられ，No．51，No．101はrit．で，No．

137はral1．で，No．75はallarg．で下行旋律線に

なっている。

テソポェネルー減：旋律線が上行する型は2箇

所にみられる。No．83およびNo．138はallarg．

で上行旋律となっている。

テソポ変化にともなって旋律線が上下する箇所

が少なく，テソポェネルギーの増減においては旋

律線が平ちなものが多いといえよう。

1－11音価の違いによるテソポ減衰

バルトークは，各種の速度表示によるテソポの

増大や減衰を指定する方法以外の方法でテソポェ

ネ′レギーの減衰感を表現している。これは，in

tempoの演奏でテソポ衰退感を表現する手法で

ある。即ち，音価のきざみを次第に大きくするこ

とによってrit．と同じ効果を得ようとするもので

ある。

その最も特徴的なものはNo．129にみられる。

この曲はAllegro molto，4分音符160，2／4拍子，

3度の重音の曲である。匡司のTempoI以降曲尾

の60まで8分音符（4個）→4分音符（3連）→

4分音符（2個）→2分音符と次第に音価と音符

数を変えていく。

No．85では国のTempoI以降団から田，国か

ら曲尾の国璽まできざみが次第に大きくなってい

く。同じことはり　匡那卦にもみえるが，この時は国

にpocorall．の標語が記され，国でatempoにな

っている。No．97では田でpoco rit．が記され，

国で音価の違いでrit．効果を強化している。No．

149では国から休符を増すことに加えて国から

pianissimoと＞を指示することによってrit．

感を効果的にあらわしている。

上記の4例はいずれの場合も，次第にゆるやか

なテソポになって曲を閉じることになるが，速度

記号の速度の変化の指示によるものではなく音価

によって曲の速度の変化を表現している手法であ

る。したがって，intempoに．よる演奏が絶対不

可欠なものとなる。そうでなければこの手法の意

味はない。正確なintempoでの演奏によって，

聴く者はテソポがしだいに遅くなっていくような

rit．の演奏効果と受け取ることになる。

また，これに似た効果は最終小節の音価が次の

ような場合にもいえよう。それは，曲尾の最終の

1小節が全音符であって，最終小節より1小節ま

たはそれ以上前から最終小節までtieによって長

い音価になっている場合である。このような曲に

該当するのは，156曲中39曲で24．4％にあたる。

このうち，該当する位置にテソポ変化を指定し

ている曲は7曲である。rit．の指示がある曲は

No．97，No．1〔吼　No．115の4曲で，No．115は

pianoの記号も指示されている。またNo・75，

No．105とNo．121はallarg．の指示があり，No．

121はcresc．→forteの指示が記されている。

No．150では該当小節以前のテソポが1小節単

位80であったものが，該当小節で60と記され，、テ

ソポの減速が指示されている。

音価の違いによるテソポェネルギーの増大の例

はみられない。



バルトークの“ミクロコスモス”の分析

ⅠⅠ．演奏にみるテンポ

1．指定所要時間と演奏所要時間

浜奏上での所要時間は，CDの再生をストップ

ウォッチで計測した。ただし，最終小節が全て休

符の場合およびその前の小節からタイで伸長され

ている音符などの場合にはその計測時間に誤差が

生ずることはあっても，その差は秒以下であると

考える。したがって，ピアノの響音の消失時をも

ってその曲の終了時として計測した。また，再生

時のピッチのずれで計測に影響するものはない。

演奏所要時間については6種のCD2）から値を

得た。

CD①では指定所要時間と演奏時間との間に差

があるものは33曲で100％である。CD②では13

曲で72．2％，CD③では6曲で85．7％，CD⑥で

は151曲で96．8％，CD⑤では145曲で93．0％，

CD（むでは135曲で87．7％に差がみられる。

全演奏者の演奏時間に指定所要時間との差がみ

られる曲は114曲で，全対象曲の73．1％を占める。

そのうち1秒差のものは49曲ある。計測誤差を1

秒まで認めるならば，演奏時間に差があるものは

65曲となり，全対象曲の41．7％にあたる。

CD①では指定時間より演奏時間のほうが長い

ものは51．5％，演奏時間のほうが短いものは48．5

％である。指定時間と演奏時間が一致する演奏は

ない。CD②では演奏時間のほうが長いものは

27．8％，演奏時間のほうが短いものは44．4％であ

る。

指定時間と演奏時間が一致しているものは27．8

％である。CD（∋では演奏時間のほうが長いもの

は28．6％で，演奏時間のほうが短いものは57．1％

である。指定時間と演奏時間が一致する演奏は

14．3％である。CD④では演奏時間のほうが長い

ものは19．2％，演奏時間のほうが短いものは77．6

％であり，指定時間と同じ演奏時間のものは3．2

％である。CD（9では演奏時間のほうが長いもの
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ほ30．8％で，演奏時間のほうが短いものは62．2％，

指定時間と同じ演奏時間のものは7．1％である。

CD⑥では演奏時間のほうが長いものは29．9％，

演奏時間のほうが短いものは57．8％，指定時間と

演奏時間が合致するものは12．3％である。

指定時間と演奏時間の差がそれぞれの曲の20％

以上になるものは，CD①では2軋　CD②，CD

③がそれぞれ1曲である。CD①では50曲で32．1

％になるが，すべて演奏時間の方が短い。演奏時

間のほうが長いものはない。CD（卦では15曲で

9．6％であるが，そのうち13曲が演奏時間のほう

が短くなっている。CD（砂では5曲で3．2％にみ

られるが，演奏時間が指定時間より長い曲数と短

い曲数は小差である。

CD①ではNo，144が演奏時間が指定時間を

22．0％超えており，No．142では21．1％短い。CD

②ではNo．141が演奏時間のほうが21．1％短い。

またCD（卦ではNo．146が演奏時間のほうが24．8

％短い。CD④では21～25％および36～40％の差

があるものが各12曲，次いで20％の差があるもの

が6曲などで，すべて演奏時間のほうが短い。最

も大きな差がみられるのはNo．48で演奏時間が

73．3％短い。CD⑤も21～25％の差があるものが

8曲と多く，No．48が差が71．7％で最も大きい。

CD⑥でもNo．48の差が最も大きく55．0％である。

No．48についての演奏に関する資料はこの3種

しかないが，3種とも指定時間と演奏時間の差が

大きいことから，この曲の指定所要時間には疑問

が残る。メトロノーム数から計算した所要時間は

54秒となることからみれば，メトロノームの数値

に誤りがあることになろう。

指定所要時間と計算上の所要時間の間に大きい

差がみらたNo．40は，CD①では1分5秒，CD

⑤では1分6秒，CD⑥では57秒いずれも演奏時

間が短くなっている。一曲あたりの差は，それぞ

れ6．5％，6．6％，5．7％である。

6種（うち3種は選曲での演奏）の演奏は延べ
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524曲あるが，演奏時間と指定所要時間が合致す

るのは41曲，差がみられるのは483曲である。7．8

％と92．2％の割合である。演奏時間のほうが短い

ものが337曲で64．3％，演奏時間のほうが長いも

のが27．9％である。そのうち，全演奏者が指定所

要時間と演奏時間とに差を生じているものは，

115曲で対象曲の73．7％にあたる。そのうち，全

演奏者共通で演奏時間のほうが短い曲は45軋　全

演奏者共通で演奏時間のほうが長い曲は5曲であ

る。

計算上と演奏上の所要時間が共に指定時間より

短いものが26曲，長いものが2曲ある。そのうち

No．60，No．87，No．108，No．118，No．119，

No．144は全演奏者の演奏時間の平均と計算上の

所要時間と指定時間の差とがほぼ同じになる。

テキストの指定所要時間と計算上の所要時間に

差があるのに，演奏時間が指定所要時間と合致す

る演奏もある。25曲が該当し，全対象曲の16．0％

である。CD②は18曲中の5曲で28．7％，CD③

ほ7曲中1曲で14．3％に，CD①は156曲中4曲

で2．6％に，CD⑤は156曲中3曲で1．9％に，CD

⑥は164曲中12曲で7．8％が該当する。

No．38はCDが3種あるが，指定所要時間と計

算上の所要時間，CD⑤，CD⑥の3つが合致す

る。

Ⅲ．テキストにみるテンポに関する矛盾

同じメトロノーム数であるのに，5種の速度標

語の使用が1曲，4種の使用が2軋　3種の使用

が4曲にみられることについては，1－2で述べ

たので省略する。

音量の変化とテソポ指定の関係では，No．84の

場合Egでtranquilloで音量変化の指示はないの

に，EBでa tempoの指示がある。実際の演奏の

際にはtranquilloで奏者の心理的な動きの影響

でテソポェネルギーが次第に減じていくことを自

然のこととしてのa tempo指示なのであろうか。

テソポェネルギーが減じていくのを当然のことと

した上で，しかし冠は断然a tempoで奏すべき

性格の部分であるとして改めて指示を出している

のであろう。

No．85のEgではa tempoとcresc．（団まで）と

記され，園ではTempoIとforteの指示がある。

バ′レトークは，この37小節間にわたる長いCreSC．

をforteにまで音量を上げていくように求めてい

る。その過程で，演奏者の心理的な影響もあって

テソポェネルギーの増大が生じるであろうことを

想定して，国で改めてTempoIを意識させるべ

く指示をしたのであろう。

No．86ではEgでmezzo forte，国でfortissimo

となり，因でTempoIの指示がある。音量増が

時間的には短いが，これもNo．85と同様次第に

音量を増大させて演奏していくうちに，心理的な

作用によってテソポが速くなっていくことを想定

しているといえよう。

No．87ではE］でAllegro moderatoが4分音

符＝112，冠でpiuandanteで。音符＝160となっ

ている。E］では2／4でforteでrisolutoとの指示

があるが，冠は3／4のpianoで奏するように指示

があるcodaの部分である。

No．99では，田にallarg．とdim．が同時に指示

されている。allarg．は本来rit．＋cresc．の意味を

もっている。そこに同時にcrec．と正反対のdim．

を指示している。バルトークはallarg．にテンポ

エネルギーを減ずるだけの意味をもたせていると

解すべきなのか。念のために改めて自分の考えを

表示したものと解すべきであろうか。しかし，

allarg．でこの箇所に使用しているような使い方

は他にはみられない。rit．やrall．にcresc．を併

記する方法では十分には解決しない彼の思いがこ

こに示されているのか，または単なる間違いだと

かたづけることになるのであろうか。

No．138では，国にallarg．が，次の田にaccel．

の指示がなされている。バルトークは時間的にも
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音量的にも正反対の表現を短時間の中で要求して

いる。この曲は2／4拍子であるから，かえって効

果的かもしれないが，きっちり表現するのは難し

いことになるだろう。

指定所要時間と演奏時間の差が，全演奏に共通

して短い曲が64．3％あることについてはⅠⅠ－1で

述べた。No．40の場合は，演奏時間も計算上の所

要時間もともに1分前後短い。このように，指定

所要時間と計算上および演奏の所要時間とに差が

みられるものは，この数字からみると，テキスト

の指定所要時間は明らかに誤りである。No．48の

場合は，計算上の所要時間が6秒（10％）短いが，

演奏所要時間は3人とも33秒～44秒短い。これも，

指定テソポでの演奏では，この曲を生かすことは

できないことをあらわしているのではないか。

指定所要時間との差があるものの中でCD④，

⑤，⑥3人の平均演奏時間が計算上の所要時間に

近い曲がある。No．60，No．87，No．208，No．

118，No．119である。

指定所要時間と計算上所要時間の間に差がある

ものは33．3％であることは1－6で述べた。また，

指定所要時間と計算上の所要時間とに差があるも

のの中で，演奏時間が指定時間と合致する曲があ

ることはⅠⅠで述べた。演奏時間が指定時間と1秒

差を誤差として認めると，57曲で対象曲の36．5％

になる。中でもCD⑥には12曲，1秒差のものが

17曲，計29曲みられる。CD⑤では計14曲，CD

⑥では計8曲，CD②では計6曲にみられる。

この他にも，No．50は計算上は5秒差であるが，

演奏時間は全て（3着とも）誤差0～±1秒であ

る。同じく計算上の差があって，演奏者の誤差が

0～±1秒のものは11曲にみられる。

このことは，自分の納得できるテソポで演奏し

た結果が指定所要時間との合致をみたともみるこ

とができるが，演奏者がいかに作曲者のテソポ指

示に忠実であるかということを物語っているとい

えよう。
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ⅠⅤ．バルトークとテンポ

バルトークのテソポについての考えは，“ミク

ロコスモス”の第1巻の序文に次のように記され

ている。「メトロノーム記号や演奏時間の表示は，

特に最初の3巻は，単に1つの提案とみればよい

のであって，最初の数十曲のテソポは，場合に応

じてより遅くあるいはより速く弾いてもよい。上

達するにつれて，指示テソポで弾いていくように

するのが望ましい。最後の5巻と6巻のテソポ指

示は厳格に守られるべきである。」

バルトークはイソタビューで，「テソポの指定

や演奏時間は厳守されるべきか。」との問に，

「“ミクロコスモス”の序文にもあるように，メト

ロノーム記号は一応の目安にはされるべきだが，

生徒の実力と感覚に従って，速めにまたは速めに

することは許される」と答えている4）。

実際バルトークの自作自演を聴くとかなり自由

であることは，本論のⅠト1でも明らかである。

また，バルトークが50歳の時「大体，私の初期の

作品には多くの不正確な，または不適当なメトロ

ノームのつけ方があります。これは1つには当時

私がメトロノーム数のつけ方をあまり慎重にして

いなかったことと，もう一つには私の使っていた

メトロノーム自身が悪かったこともあるようです。

というのは，いま20年前の自分の録音をとり出し

て聞いてみると，いまでもそれらの曲を正確に当

時と同じテムポでひいていることがわかるので

す。」という手紙を書いている5）。“ミクロコスモ

ス”はサボルツイ番号による作品番号は107であ

るが，1932年から1933年に大部分が作曲されてい

るので，この話が該当するわけではない。しかし，

20年の歳月の差があるにもかかわらず，演奏時の

テソポが同じであるということは，バルトークの

時間的感覚の常ならぬことを物語っている。

バルトークが作曲する時もピアノを弾く時も，

いつもメトロノームとストップウォッチを手もと
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に置いていたということは，彼の性格的な面を表

す伝説的なェピソードになっている。「一曲一曲

のテンポと所要時間をメトロノームとストップウ

オッチで計っていた。」と父ベラりベルトークのこ

とを息子のバルトーク・ベラは語っている6）。

パウル・ザッハーも「バ／レトークの厳密さは驚

く程であった。常にメトロノームを手離さず，自

分が弾く時もこれでテソポを確かめていた。」と

バルトーク・ベラの想い出で語っている7）。

くおわりに〉

速度標語は，もともと発想標語であったものが

時代とともに速度標語に転化したものであるから，

速度を表示するとともにテソポの性格もあらわす。

すなわち，速度標語の語彙上の意味の解釈だけで

は不十分ということである。言葉の意味ばかりで

なく曲の性格をも示すものである。速度標語やメ

トロノーム数ばかりにとらわれることなく，巾広

い表現を，作曲者の目論んだ表現を追及すること

が肝要である。

バルトークの楽譜の特徴の一つは，指示の多き

である。“ミクロコスモス”の楽譜でも強弱記号

はじめ，テソポの3通りによる指定，テソポ変化

の指示，強弱記号の細かい指示，曲想，アーティ

キュレーショソなどそれぞれ精密さをきわめてい

る。楽曲の構造を明らかにしようとするためであ

ろう。特に時間的な面には神経質とさえ思えるよ

うな緻密な指示を全曲に記している。速度記号を

記し，メトロノーム数で指示し，さらに演奏所要

時間を秒単位で記して強調している。しかし，こ

のように凡帳面に速度表示を指示しているバルト

ークの自作自演のCDを聴く限りでは，決してテ

ソポにとらわれた演奏ではない。メトロノーム数

も所要時間も自分が指示指定した数とは異なって

いる。細かく指示することで楽曲の構造を強調す

るだけではなく，演奏の際に演奏者の曲想にかか

わる表現の変化が生じることへの計算がある。そ

の一方に，旋律を歌うなかでのタッチの変化など

によっておこる音質の変化，さまざまな思いや感

じを表現する情緒的・心理的な部分がある。

バルトークの特徴の一つである徹底した数字に

よる計画と，曲の表現への追及は相いれないもの

ではないと考える。執拗で頑固ともみえる時間的

な指示も，演奏というものが演奏者がいかなる感

興を得るかによって，完全に弾き分けられるもの

であるということを否定するものではない。これ

が，テソポに関してのバルトークの考えであると

いえよう。

注1本論の資料としては，下記の2種のテキスト

と6種のCDを用いた。

テキスト

・B宜LABARTOKMIKROKOSMOSI～ⅤI

BOOSEY＆HAⅥrKES

・B宜LABARTelKSEVENPIECESfromMikro－

kosmostwopianosBOOSEY＆HAWKES・

CD　収録年順に①から⑥までとする。

①から③は選曲して演奏されたものである。

①　BARTelKATTHEPIANO－ⅠI

BARTOK：MIKROKOSMOS－eXCerptS

COlumbiarecordings1937，1940

HUNGAROTON HCD12329－31

ピアノ独奏で33曲収録

②　B丘LA BART6K KLAVIERWERKE

PIANO WORKS

Mikrokosmos SzlO7

ANDORFOLDES：Klavier　轟音：1955

GrammophonF26G20370

ピアノ独奏で18曲収銀

③　DITTA BARTelK－PASZTORY plays

BARTOK

SevenPiecesfortwopianos

DETTABART（〕K－PASZTORY：Piano

ERZEBETTUSA：Piano

HUNGAROTON HCD31039　1988

バ′レトークが2台のピアノのために原曲か

ら7曲選んで編曲したもの。7曲収録

④　B61aBART∈）KMIKROKOSMOS
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piano：TakashiYAMAZAXI

1981：reCOrding

FONTECFOCD2503－4

ピアノ独奏で156曲収録

⑤　B宜LABART（〕KMIKROKOSMOS＆II

KENTAROHANEDA（piano）

KaichiSUZUKI（2ndpiano）

MichikoAOKI（MezzoSoprano）

I BY38－3　1988：収録

H APCCl　1989：収録

APPOLOMUSICINDUSTRIALDORP

ピアノ独奏およびテキスト通りピアノ2台，

独唱も加わったスタイルで156曲収録

⑥　BART∈）KB宜LAMIKROKOSMOS

ProgressivepianopiecesSz．107

LorantSzucs（第1巻～第4巻）：piano

KornelZempleni（第5巻～第6巻）：piano

HUNGAROTON HCD31154－56　1989

ピアノ独奏で154曲収録

注2　現在市販されているメトロノームの表示は次

のようである。

（1）Wittnerprazision（ドイツ製）では，Largo40－

60，Largetto60－66，Adagi066－76，Andante76

－108，ModeratolO8－120，Allegro120－168，

Presto168－200，Prestissim0200－208

（2）YAMAHA（日本製）ではLargo40－48，

Lento48－56，Adagi056－69，Andante69－88，

Moderato88－104，AllegrettolO4－126，Alle－

103

gro120－152，Vivace152－176，Presto176－200，

Prestissim0200

注3　Moderatoは速度に関する意味はなく，中庸

にはどよくという副詞で，Allegromoderatoと

用いられてAllegroの意味を少しやわらげるも

のであった。Allegroも陽気に快活にをあらわ

す発想標語でもともとは速度に関する意味はな

かった。

注4　イソタヴューの中でのQ＆Aで（出典：参考

文献2）

注5　マックス・ロスタール宛の手紙1931．11．6（出

典：参考文献4）

注6　息子バルトーク・べ－ラ：父のこと（出典：参

考文献5）

注7　パウル・ザッハー：バルトーク・べ－ラの思い

出1945（出典：参考文献5）
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